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1　は　じ　め　に

前報】）で岩手県産のあきたこまちについて食味評価と米

の成分の関係を検討した結果，玄米N％が高くなると硬さ

が増し，粘りが弱く，食味総合評価が劣る傾向が認められ

た。本報では同一品種において食味を考える場合，食味に

大きく影響している玄米N％と，稲体N％，施肥法の関係

を検討した。

2　試　験　方　法

（1）試験年次：1991～1994年

（2）供試品種　あきたこまち

（3）栽培場所

1）1991，1993年：岩手農試本場（滝沢村）

2）1992年：岩手農試本場（滝沢村）．矢巾町，雫石

町，岩手町．石鳥谷町

3）1994年：岩手農試本場（滝沢村），雫石町一　岩手

町，紫波町．沢内村

（4）試料調整：玄米は1．9mm簡詞軌　食味試験用白米抵

精歩合は90～91％とした。

（5）玄米及び稲体N％分析方法

硫酸・過酸化水素分解した後，セミミクロ蒸留法によっ

た。別に水分を測定し乾物当たりの％表示とした。

（6）食味試験

1）基準米：基本的に同一皮内は同じ試験区から得ら

れた米を基準に用いた。

2）′ヾネラー：岩手農試職員17～33人

3）食味評価：1991，1992年は一5－＋5の11段階，

1993，1994年は－3～＋3の7段階評価とした。評価項目

は外観，香り，味，粘り，硬さ，組合。良いと＋，悪いと－

とした。ただし，粘りは強いと＋，硬さは硬いと十とした。

が＋の．粘りが－の相関を示すことは前報■）で報告した。

表1食味評価平均値の点数範囲（1991，1992，1994
年）

評　　 価　　 項　　 目

外 観　　 香 り　　 味　　 粘 り　　 硬 さ　 総 合

最 大 0 ．3 0 　　 0 ．1 8 　　 0 ．3 0 　　 0 ．4 6 　　 0 ．4 8 　 0 ．2 6

最 小 － 0 ．1 5 　 － 0 ．2 9 　 － 0 ．3 7 　 － 0 ．3 2 　 － 0 ．5 2 　 － 0 ．3 5
幅 0 ．4 4 　　 0 ．4 7 　　 0 ．6 7 　　 0 ．7 8 　　 1 ．0 0 　　 0 ，6 1

（2）稲体N％と玄米N％の関係

1）幼穂形成期

稲体N％と玄米N％には関係が認められなかった（図1）。

これは，その後の追肥等によって両者の関係が乱れるため

と考えられる。稲体N吸収執こついても同様であった。
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図1　幼穂形成期稲体N％と玄米N％の関係
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3　試験結果及び考察

（1）食味試験

1991年から1994年の4ヶ年，あきたこまちの食味試験を

実施した。食味評価に外観が大きく影響した1993年を除く

3ヶ年の結果から，評価の幅が大きい順に，硬さ，粘り，

味，総合，香り，外観であった（表1）。玄米N％と硬さ
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図2　出穂期稲体N％と玄米N％の関係
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2）出穂期（穂揃期）

稲体N％が高いほど玄米N％が高まる傾向が認められた

（図2）。また稲体N吸収量についても同様であった。

（3）玄米N％と堆肥等の関係

1）堆肥，窒素施肥と玄米N％の関係

農試場内試験（土壌は厚層腐植質多湿黒ポク土）におい

て，堆肥の有無．基肥窒素の多少，窒素追肥の時期と玄米

N％の関係について4カ年検討した結果を表2に示した。

追肥時期が遅いほど玄米N％の増加は大きく，特に穂揃期

追肥（＋5追肥）で大きかった。また，堆肥施用（いずれ

も2t／10a）により，年次（1992，1993年）によっては

表2　窒素施肥処理差による玄米N％の増加

年 次

及 び

平均

玄米

上 段 ：処 理 に よ る玄 米 N ％ 上昇 分 （＊） 平 均

下 段 処 理 の有無 に よ る組 合 わせ 数 収 量

区数 N ％ ①堆肥
②基肥

多一少

③追肥

－60

－25 －15 ＋5
1．9m皿

仮／10a）

1994 1．4 0 0 ．03 0 ．0 1 0 0 3 0 0 6 5 5 0

1 6 8 8 0 8 8 0

19 93 1．7 3 0 ．14 0 ．01 0 ．0 1 0 ．10 2 1 2

1 6 8 0 0 8 8 8

19 92 1．4 1 0 ．15 0 ．0 1 0 ．0 1 0 ．02 0 ．04 4 83

18 2 8 8 8 8 0

19 9 1 1．53 0 ．04 0 ．02 0 ．05 0 09 4 60

14 0 4 0 4 6 7

H 3－H6 1．5 1 0 ．09 0 ．0 2 0 ．0 1 0 ．02 0 ．04 0 ．09 4 2 7

注．（＊）：処理区玄米N％－無処理区玄米N％を記載

表3　堆肥施用と玄米N％の関係

区 施 用 量 玄　 米　 N　 ％

Nm （t／ 10 a ） 19 9 4　 199 3　 199 2　 19 9 1

1 0 1．22　 1．4 9　 1．25　 1．34

2 0 1．32　 1．73　 1．38　 1．40

3 1 1．4 1　 1．8 4　　 1．39　　 1．45

4 3 1．44　　 1．9 2　　 1．45　　 1．47

5 3 1．47　　 1．9 9　　 1．48　　 1．53

注．恥1は無肥料無堆肥区．Nn2－5は10＋2＋2kgN
／10a（基＋分げっ期＋幼穂形成期）施肥

穂揃期追肥以上に玄米N％が上昇した。

2）堆肥連用田における堆肥施用量と玄米N％の関係

玄米N％はいずれの年次も堆肥施用虫が多いほど高かっ

た（表3）。

（4）収量と玄米N％の関係

あきたこまちの目標収量540－585kg／10aの範囲では玄

米Nl．2～1．6％までのばらつきがあったが同程度の収量で

も後期の追肥を実施するほど玄米N％が高くなった（図3）。

あきたこまち（1991．1992．1994）

●：十5追肥、　▲：－15追肥

0　　　　　　　200　　　　　　400　　　　　　600

収　　観（1．9m）

図3　収量と玄米N％の関係

4　ま　と　め

品種あきたこまちの玄米N％は追肥時期が出穂期に近づ

くはど上昇した。また，堆肥も同様であった。同一収量で

の玄米窒素N％は施肥法によるばらつきが大きく，食味を

考慮する際，穂揃期稲体N％を高めすぎない肥培管理が必

要と考えられる。
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